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国後島住民向け自航式は しけ
（ナジェ

ー ジュ ダ）」回航 ・

　　　　　　　　　「希望丸
引渡 しに　　　　　　　　　　参加して

1．は じめに

　 1994年 10月4日発 生 した北 海 道 東方 沖

地 震 は、根 室市 だ けで な く 日 ・
口 関係 で

関 心 の 的 で ある 北 方四 島、そ の う ち で も

色 丹、国後 の 両島 に 大 きな被 害 を与 えた。

支 援 委員 会 は、厳 しい 生 活状況 に 置 か れ

て い る 北 方 四島 住 民 に 対 し、緊 急 人 道支

援 物 資の 供与 等 さ ま ざ まな 緊 急 支 援 を行

っ て き た が 、こ の た び 、国後島古釜 布

（ふ る か ま っ ぷ ）に 対 し て 82 総 トン の

自航 式 は し け を供 与する こ と とな っ た。

　当セ ン ターは同 船の 設計
・建 造監 理 を

担当 し、更 に 古 釜 布へ の 回 航 ・
引渡 し に

参 加 したの で 、以 下 に 紹 介 す る 。

　な お、支 援委員会は ソ 連崩壊 に よ り新

独 立 国 家 と な っ たNIS諸 国 の 市 場 経 済 へ

の 移 行を支 援 す る た め 1993年、日本 政府

とNIS各 国 政 府 と の 間 で 締 結 さ れ た 「支

援 委 員 会 設 置 に 関 す る 協 定 」 に 基 づ き設

立 され た国 際機 関 で 東京 に 事 務局 を置 い

て い る 。

2 ．自 航 式 は し け 「希 望 丸

　　 （ナ ジ ェ
ー

ジ ュ ダ）」の 回

　　航

　 本 船 は、根室 市 に あ る 根 室造 船 株 式 会

社が 受注 し、1997年8月 18日起 工、同年

12月鈴 木 宗 男 北 海 道 ・沖 縄 開発 庁 長 E 、

根 室 市 長、外務 省 関 係者 、支援 委 員 会 関

係者 ら20名が出席 して 進水式 が お こ な わ

れた。

本 船 の 主 要 目を以 下 に示 す。

　　　　　　 鈿

長 さ （登録 ）

幅 　 　 （型 ）

深 さ　 （型 ）

計 画満 載喫 水

総 トン数

最 大航 海速 力

最 大搭 載人 員

　 乗 　組 　員

　 29．81m

　 7．50m

　 2．6Gm

　 　1．80m

　 82トン

9，9ノ ッ ト

4　名

　 その 他乗船者

　 旅 客（1、5時間 未満）
・主機関

出　港

5 名

50　名

300PS

　2月 13日朝、前 日、出 港延 期 を 決意 さ

せ た 低気圧も東方海上 に 去り、昨夜の 吹

雪 が 嘘の よ う で 、根 室湾 の 海面 も 比 較 的

穏や かな様子 で ある。

　航海 に 当 っ て は 、「臆 病過 ぎ る ほ ど の

慎 重 さ と 素 早 い 決 断力 が重 要 」と い わ れ

る 。早速関係者らが集まり、流氷
FI

青報の

収集や天 気図 をもと に 出港 の 可 能性を探

る 。

　慎重 な検討を行っ た 結果 は 、「出港 ［

出港 時刻は 10時半」。た だち に 出港 準備

の た め そ れ ぞ れの 持ち場 に 就 い た。

　随行船 「コ
ー

ラ ル ピース 」に 先導さ れ

て 「希望 丸 （ナ ジ ェ
ージ ュ ダ）」も岸壁

で 見 送 る 乗 員 の 家 族 や 関 係者 ら に 汽 笛で

応え 、浮氷群の 花咲港 をあ と に す る。

3．古 釜葹 へ

　右舷前方に 「コ
ー

ラ ル ピー
ス 」を、左

舷 に 雪景 色 の 根 室 半島 を見 つ つ 納沙 布 岬

を め ざす 。港外 に 出 る と 前 日 の 時 化 の 名

残の
［
うね リ

’
が か な りあ る 。 納沙布岬

の 灯 台 を左 手 に見 て 珸瑤 瑁 海 峡 に さ しか

かっ た頃 に は 北 西 の 風 も強 ま り、い よ い

よ
‘
冬の 北の 海

’
が そ の 姿を見せ 始め た 。

　 こ の 海 峡 特有 の も の か、う ね り と波 が

複 雑 な動 きを し、船の 航 行を難 し く し て

いる。「希 望丸 （ナ ジ ェ
ー

ジ ュ ダ）」を操

船 す る 航 海経 験 が豊 富な 村 船長 に よ れ は

「こ の 付 近 に は 航 行 の妨 げ と な る ほ どの

浅 い 根 が垂 直的 に海 底 に沈 み 、複 雑 な流

れ を生 じ航 海 の 難 所 で もあ る 」と の こ と。

　花 咲 港 を 出港 して 2時 閤 半 ほ ど 過 ぎ た

こ ろ巡視船 「きたぐも」と 随行船 「コ
ー

ラ ル ピー
ス 」 が、中間点 通 過 予 想 時 刻に

つ い て 交信 して い る の を 傍受．「希望 丸

（ナ ジエ
ージ ユ ダ ）」も 「コ

ー
ラル ピー

ス 」

に 予 想 時刻 を 報告。こ の 頃 、左 舷 後 方に

砕氷型 巡視船 「て しお」の 姿を認め、い

よ い よ 中間点 が近い こ とを 実感する 。日

本時 間 13時 11分 、北緯 43度 28分 、東経

145度46分、「希望丸 （ナ ジ ェ
ー

ジ ュ ダ）」

が中間点を通過 しロ シ ア 側の 主 張す る 領

海内に 入る 。

　 「き た ぐも」、「て しお」の 両巡視船に

感 謝の 無線を入 れた 後、針路を北寄 りに

と り
一路古釜 布 を め ざす 。

　そ の 昔、この 海域を舞台に 活躍 し た淡

路島出身の 高田屋嘉兵衛が、司馬遼太郎

著 「菜 の 花 の 沖 」に い う
’
鯖 の 背 中 の 色

の よ う な海 が船体を洗 う 。 ま る で 処女

航 海の 本船 を 試 して い る よ うだ。

　20m／s を 超 す 横風 と、時 と して 4m 程度

に達する うね りと横波の な か、本船は 木

の 葉 の よ うに揺 れ る。船 体 が 大 き く傾斜

す る た び に、砕 け た 波 しぶ き が操 舵 室前

面を 叩 きつ け る 。 心 を和 ませ て くれ る の

は、しぶ きの ス ク リー
ン に 映 る

一
瞬の 虹

とマ ス トの 上空 で い じら し く舞う一羽 の

6
。，igff、鬯驩 訣 60、靨 9」丿9黜 。 、。 、



Shipbuilding Research Centre of Japan

NII-Electronic Library Service

Shipbuilding 　Researoh 　Centre 　of 　Japan

カ モ メの み だ 。

　 暫 く続 い た波 風 との 闘 い も、国 後 島南

端 に 延び る ケ ラ ム イ 岬 に 沈 む 夕 日が 左舷

後 方 に流 れ、雪 に 覆 われ た 泊 山の 美 しい

姿 が 前方 に 見 えた 頃 に は風 の 向きも 変わ

り順 調な 航 海 が続 き 17時半 頃、暗 い 海面

に 鼻の よ うに 突 き 出 た 大 岬 を 右 舷 に 見、

目的 地で あ る 古釜 布湾 に着 く。先 に 到着

した 随行 船 「コ
ー

ラ ル ピー
ス 」の 左 舷 に

接舷 した 。

4 ． トレ
ー

ニ ン グ

　朝4時 半、「コ ーラル ピース 」の 船 尾 甲

板 に 立 ち、海 の色 と見 事 な コ ン トラ ス ト

を 描 く雪 の 山並 を見 る。前 日 の航 海 で 荒

波 に 洗 わ れ た 「希 望 丸 （ナ ジ ェ
ー

ジ ュ ダ 〉」

の 姿 も 紺 碧 の 海 面 に 映 え て い る。9時 半

過、国境警備隊 と行政府関係者ら 10人を

乗 せ た島 側 の 船 が 「コ ーラ ル ピース 」に

接舷 した。乗船 後 、直ち に 入域手 続、桟

橋 調 査及 び トレ
ー

ニ ン グ等 に つ い て の 全

体 的 な打 合 せ を行 い、流 氷 の 関係 で 夜 間

出 港 ず る 旨を 伝 える。時 間 の 関係 か ら 昼

食 を 省 いて トレ
ー

ニ ン グを実 施す る こ と

と した。

　 村船 長 よ り島側 の 乗 組 員 に対 し、操 船

方 法、甲 板 機械 類 の 取 扱 い 、消 火 ・救 命

設 備 を含 め た 全体配 置、及 び
一

般 的注 意

事 項 につ い て 説明 を行 う。島側 の 船長 も

実船 経 験 があ るた め理 解 が早 い。

　 機 関部 で 最 も重 要 な こ と は、島 側の 陸

電 設備 を 使 用 した 寒冷 時 の 発 電 機 始動 で

あ り、本 船 の最 大 の特 微 で もあ る。こ の

為、電 気 関 係 の 説 明 は 特 に 入 念 に 行 い 、

実 際に島側 の 陸電 を用 い て 始動 試 験を実

施 した。また、暖 機運 転 時 の バ ル ブ操 作

や 諸 ポ ン プの 取扱 い な どに つ い て も繰 り

返 し説 明 を 行 い 、更 に配 電盤 、主 機 関及

び 発 電機 な どの詳 細部 の 取 扱 い も担 当工

ン ジ ニ ア に よ る 丁 寧 な説 明 に よ り納得 い

た だ い た よ うだ。機 関 長 い わ く 「要 は 、

実 際 に操 作 す る こ とに よ り理解 を深 め る

こ と だ」。

5 ．歓迎食事会

　 「コ
ー

ラ ル ピ
ー

ス 」で 行 わ れた 打 合せ

後、丘 の 上 の 食事 会 の会 場 へ 、雪 に埋 も

れ た 道路 を 迎 えの マ イ ク ロ バ ス に揺 られ

て 行 く。

　 古 釜布 の 銀 座 通 り
’

ら しき所 を 過 ぎ

坂 道 を登 り切 っ た と こ ろが 食事 会 の 場所

で あ る 。島 側 か らゼー
マ 南 ク リー

ル 地 区

長、バ ル カ シン 南 ク リール 第一副 地 区長

をは じめ 7人 が、支 援 団側 か ら は外 務 省

NIS支 援 室 浪 江 課 長 補 佐、支援 委 員会 事

務 局 の 清 水氏 は じめ 関係 者 12 人 が 出席

した。ゼー
マ 地 区長、浪 江 課長 補 佐 の 挨

拶 で 始 ま っ た 食事 会 は、地 ビ
ー

ル （非 常

に 美 味 しい ） の 紹介 、ウオ ッ カに よ る ？

度 の乾 杯、バ ル カ シ ン第一副地 区 長 が代

表 者協 議 に参 加 した際 の 東京 で の 体験 談

な ど本 稿 で 語 リ尽 くせ ない 話題 で 盛 リ上

がた。

　 友好 的 雰 囲気 の 中 にす ず ん だ食 事 会 も

終 わ りの 時 を迎 え、島側 か ら の記 念 品贈

呈 で幕 を閉 じた。

6 ． 「希望 丸 （ナ ジ ェ
ー ジ ュ

　　ダ）」 との 別れ

　帰 路 、「希望 丸 （ナ ジ ェ
ージュ ダ）」が

「コ ー
ラ ル ピース 」 ま で 送 っ て くれ た 。

別 れ の 握 手 を 交 わ して 随 行 船 に 乗 り移

る 。デ ッ キ上 で 手 を振 る 島側 の 人 達 を乗

せ た 「希 望 丸 （ナ ジ ー
一

ジ ュ ダ）」 が 、

随 行 船 か ら離 れ 桟 橋方 向 に 転針 して動 き

だ す。その 最 後の 姿 が夜の 海に 小さ くな

る の を 見 つ つ 本 船 の 今 後 の 活 躍 を 祈 り、

部 屋 に戻 る。18時 15分、随 行 船 「コ
ー

ラ

ル ピー
ス 」は錨を 揚 げ、一

路花 咲 港をめ

ざして 古釜 布 湾 をあ と に した。

7．おわりに

　 本船 の 設計 ・建 造 か ら引 渡 しまで、積

極 的 な ご支 援 ご高 配 を 賜 っ た 鈴 木 長 官、

根 室 市、外務 省 、支 援委 員 会 事務 局 は じ

め 関係 者 の方 々 に 対 し厚 くお礼 申 し上 げ

ます。また、建 造 に あた り根 室造 船 株式

会 社 は じめ 関係 メーカ
ー

各 位 が高 度 な技

術と 誠意 を も っ て 努力 され た こ とを付 記

しま す。
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